




































































































数程度ある｡ 静磁場 1T (テスラ),室温 300K
で,ボルツマン分布を考慮すると信号に寄与す
るのはわずかにその 5×10~7 にすぎない｡ア
ルカリ金属ガスをレーザー励起 しその超偏極を
希ガス (He3,Ⅹe)へ遷移させ,数十%という
超偏極希ガスを作ることが出来る｡ これら希ガ
スによる肺や脳の撮像が期待されている｡
3.悪性腫癌に対する化学療法治療後の妊娠 ･
出産の試み
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悪性腫癌に対する化学療法の進歩によりその
治療成績は最近向上してきた｡中でも若年者に
多 く発生する横紋筋肉腫はきわめて予後の悪い
疾患であったが,外科的治療に加えて多剤併用
化学療法および放射線療法を行うことにより治
療成績が著明に改善されてきた｡今回我々は,
横紋筋肉腫が骨盤内に発生した女子中学生の治
療を行い,外科療法および化学療法,放射線療
法を集学的に併用することにより治癒状態とな
ったが無月経となり,その後卵巣機能の低下を
防ぎながら経過観察し,10年後に妊娠を希望し
無事男児を出産した症例を経験 した｡症例は15
読,女性｡第2仙椎部から骨盤内におよぶ胎児
型横紋筋肉腫に対 して手術,化学療法 (VAC
十ADR,CDDP),放射線治療を行い治癒状態
となり再発,転移の徴候は認められなかったが,
無月経となり,本人と家族が妊娠 ･出産を希望
して治療を行なった｡クロミフェンを用いた排
卵誘発には反応 し,排卵および月経発来を認め
た｡性ステロイドの補充 (カウフマン療法)を
行い経過観察を続けた｡その後自然排卵が不規
則ではあるが認められるようになり,平成11年
に婚約 し同年 7月に自然妊娠が確認された｡妊
娠31週で切迫流産のため治療を要したがその後
の経過は異常なく,39週で2580gの男児を正
常経膿分娩にて分娩 した｡出産後も母児ともに
異常を認めず,児の発育は正常で奇形などは認
めていない｡
考察 :抗癌剤による化学療法により,種々の発
育段階にある卵胞が消失するが,原始卵胞は発
育,成熟,排卵の可能性を残 している｡ 加齢に
よる卵細胞数の減少に化学療法による卵細胞の
減少が加わるので,妊季能が低下し,早期閉経
となることが懸念される｡ このため排卵誘発と
カウフマン療法による治療は年齢と妊娠希望時
期にタイミングを合わせる必要があるのでこの
点を検討した｡また悪性腺癌に対する多剤併用
化学療法の治療後妊娠 した場合の流産 ･奇形の
発生の危険性についても考察した｡
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